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平成28年度第Ⅰ四半期の保証承諾は2,337件、432億6百万円となりました。
前年度と比べ件数で83.1%、金額で86.9%となり、件数、金額ともに前年度を下回りました。

平成28年度第Ⅰ四半期の代位弁済は225件、36億63百万円となりました。前年度と比べ
件数で102.7%、金額で86.9%となり、件数は前年度を上回り、金額は前年度を下回りました。

Ⅰ 　 　 　 Ⅱ 　 　 　 Ⅲ 　 　 　 Ⅳ

平成28年度第Ⅰ四半期の保証債務残高は52,585件、7,632億55百万円となりました。
前年度と比べ件数で95.8%、金額で93.0%となり、件数、金額ともに前年度を下回りました。

平成28年度第Ⅰ四半期の求償権回収は77件、8億18百万円となりました。前年度と比べ
件数で105.5%、金額で90.8%となり、件数は前年度を上回り、金額は前年度を下回りました。

※損害金回収を含む。件数は完済分。
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　平成28年5月13日、京都ブライトンホテル

において平成28年度保証推進金融機関店舗感

謝状贈呈式を開催いたしました。

　この感謝状贈呈式は、前年度の保証推進にお

いて顕著な実績を上げられ、府内中小企業の金

融安定に貢献された金融機関様および金融機

関店舗の皆様方に対して行っているものです。

（平成28年5月13日現在の役職を記載しています。）

京都府商工労働観光部
部長

兒島 宏尚様

京都府信用金庫協会
会長

増田 寿幸様

京都銀行協会
会長

土井 伸宏様

京都市産業戦略監
産業観光局長

村上 圭子様

京都中央信用金庫
理事長

白波瀬 誠様

京都北都信用金庫
理事長

森屋 松吉様

ご 来 賓

平成28年度
保証推進金融機関店舗感謝状贈呈式開催
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

京都信用金庫 本店
理　事
本店長

京都銀行 西院支店
支店長

大庭 正嗣様

尾池 広文様

京都銀行 本店営業部
常 務 取 締 役
本店営業部長

京都中央信用金庫 本店営業部
常 務 理 事
本店営業部長

京都銀行 三条支店
支店長

三井住友銀行　京都支店
エリア支店長

人見 浩司様

新宅 覚様

田中 基義様

加藤 崇亨様

平成28年度　金融機関店舗感謝状贈呈式ご出席店舗・金融機関

（平成28年5月13日現在の役職を記載しています。）

１. 保証債務残高200億円以上の1店舗
２. 保証債務残高100億円以上の5店舗

３. 平成27年度　保証債務残高対前年比平均値93.60％以上で
　   平残代位弁済率平均値1.85％以下の保証債務残高上位の34店舗

金融機関名 保証債務残高 金融機関名 保証債務残高
1 京 都 信 用 金 庫 吉 祥 院 支 店 様 9,243 18 京 都 信 用 金 庫 城 陽 支 店 様 4,089 
2 京都中央信用金庫 市 場 支 店 様 8,899 19 京 都 銀 行 綾 部 支 店 様 4,080 
3 京 都 信 用 金 庫 河 原 町 支 店 様 6,364 20 京 都 信 用 金 庫 上 鳥 羽 支 店 様 3,969 
4 京 都 信 用 金 庫 伏 見 支 店 様 6,348 21 京 都 銀 行 京都市役所前支店 様 3,943 
5 滋 賀 銀 行 京 都 支 店 様 6,178 22 滋 賀 銀 行 京 都 南 支 店 様 3,889 
6 京 都 銀 行 九 条 支 店 様 5,680 23 京 都 信 用 金 庫 西 大 路 支 店 様 3,882 
7 京 都 銀 行 久御山町支店 様 5,485 24 京 都 銀 行 山科中央支店 様 3,868 
8 京 都 銀 行 久 世 支 店 様 5,420 25 京 都 信 用 金 庫 十 条 支 店 様 3,724 
9 京 都 信 用 金 庫 久 御 山 支 店 様 5,224 26 京 都 信 用 金 庫 園 部 支 店 様 3,548 

10 京 都 銀 行 四 条 支 店 様 5,183 27 京 都 信 用 金 庫 北 野 支 店 様 3,534 
11 京 都 銀 行 宇 治 支 店 様 5,018 28 京 都 信 用 金 庫 西 院 支 店 様 3,534 
12 京都中央信用金庫 四 条 支 店 様 4,652 29 京都北都信用金庫 峰山中央支店 様 3,427 
13 京 都 銀 行 府 庁 前 支 店 様 4,585 30 京 都 信 用 金 庫 桂 川 支 店 様 3,323 
14 京都中央信用金庫 向 島 支 店 様 4,396 31 京都北都信用金庫 福知山中央支店 様 3,304 
15 京 都 銀 行 亀 岡 支 店 様 4,395 32 京都中央信用金庫 十 条 支 店 様 3,299 
16 滋 賀 銀 行 宇 治 支 店 様 4,384 33 京都中央信用金庫 下 鳥 羽 支 店 様 3,143 
17 京都中央信用金庫 久 御 山 支 店 様 4,137 34 京都北都信用金庫 東舞鶴中央支店 様 3,135 

金融機関名 保証債務残高 金融機関名 保証債務残高
1 京 都 信 用 金 庫 本　　  店 様 20,441 4 京 都 銀 行 西 院 支 店 様 11,276 
2 京 都 銀 行 本 店 営 業 部 様 17,373 5 京都中央信用金庫 本 店 営 業 部 様 10,463 
3 京 都 銀 行 三 条 支 店 様 12,434 6 三 井 住 友 銀 行 京 都 支 店 様 10,057 
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４. 平成27年度　各支所の保証債務残高対前年比平均値以上で
　   平残代位弁済率平均値以下の保証債務残高１位の４店舗

（単位：百万円）

支所区分 金融機関名 保証債務残高 支所区分 金融機関名 保証債務残高

山城支所 京 都 銀 行 久御山町支店 様 5,191 中丹支所 京 都 銀 行 綾 部 支 店 様 4,079 

南丹支所 京 都 銀 行 亀 岡 支 店 様 4,325 丹後支所 京都北都信用金庫 峰山中央支店 様 3,427 

【①選考基準】　平成27年度　保証債務残高毎の保証承諾伸長率第１位
　　　　　　　平均値93.60％以上、平残代位弁済率平均値1.85％以下

①保証承諾伸長率

②提携保証保証承諾

【②選考基準】　平成27年度　提携保証　保証承諾金額第１位

５. 政策保証等の推進５店舗

（単位：％）

（単位：百万円）

保証債務
残高区分 金融機関名 承諾金額

伸長率
保証債務
残高区分 金融機関名 承諾金額

伸長率

25 億円以上
30 億円未満 京都北都信用金庫 舞鶴中央支店 様 356.5 15 億円以上

20 億円未満 京 都 銀 行 太秦安井支店 様 326.1 

20 億円以上
25 億円未満 京都中央信用金庫 大 久 保 支 店 様 208.0 10 億円以上

15 億円未満 京都北都信用金庫 府 中 支 店 様 360.2 

部  　　  門 金融機関名 承諾金額

提 携 保 証 京 都 銀 行 本 店 営 業 部 様 2,946

７. 平成27年度において保証債務残高が増加した金融機関

【選考基準】　平成27年度末の保証債務残高が100億円以上、
　　　　　　債務残高伸長率前年比100％以上の金融機関

（単位：百万円、％）

金融機関名 保証債務残高 伸長率

京 都 北 都 信 用 金 庫 様 38,700 100.2

６. 政策保証等の推進金融機関６行・庫

【１～ 3、５の選考基準】　平成27年度　保証承諾金額　1位の金融機関
【4 の 選 考 基 準 】　平成27年度　同意件数　　　1位の金融機関
【6 の 選 考 基 準 】　平成27年度　承諾件数　　　1位の金融機関

（単位：百万円）

部  　　  門 金融機関名 保証承諾

1 特 定 社 債 保 証 京 都 銀 行 営 業 本 部 様 2,208 

2 提 携 保 証 京 都 銀 行 営 業 本 部 様 23,196 

3 京都府・京都市中小企業再生支援資金 京 都 信 用 金 庫 事 業 協 働 部 様 1,834 

4 経 営 改 善 計 画 策 定 支 援 事 業 京 都 信 用 金 庫 事 業 協 働 部 様 70 件

5 新 規 保 証 京 都 銀 行 営 業 本 部 様 2,053 

6 創 業 保 証 京 都 信 用 金 庫 企業成長推進部 様 37 件
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　感謝状贈呈式の後、ご来賓及びご出席の方々との懇親会を開催いたしました。京都中央信用金庫理事長の白

波瀬誠様からあたたかいご挨拶を頂戴した後、京都北都信用金庫理事長の森屋松吉様から力強い乾杯のご発声

をいただきました。

　今後とも金融機関様や行政機関様と一緒になって京都の中小企業を支えていきたいと考えておりますので、

なお一層のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

京都中央信用金庫
理事長

白波瀬 誠様

挨拶 乾杯
京都北都信用金庫
理事長

森屋 松吉様

懇 親 会 に ご 出 席 の 皆 様
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　寺田薬泉工業株式会社は明治43（1910）年に創業した化学薬品メーカーです。

同社は創業から100年を超える老舗企業で、時代に応じて必要とされるものを作り続

けているものづくり企業です。同社の歴史や事業について、寺田康恒代表取締役に

お話を伺いました。

京のイチオシ企業
Best Recommen

ded

時代に敏感になり現状に満足しない
初めに創業の経緯を伺いました。「創業者である寺田熊

次郎は農家の生まれですが、末っ子のため家業を継ぐこ

とができなかったそうです。学問には非常に熱心だったの

で、京都大学へ教えを乞いに通っていました。当時は海外

から産業に用いられる化学という新しい学問が入ってきた

頃で、“日本でも産業革命を”という機運が高まっていまし

た。大学関係者等多くの人から商売を始めてはどうかと勧

められた熊次郎は、大学等の研究で用いる試薬を製造す

る、寺田製薬所を創業したと聞いています。」

試薬製造に始まった同社は、現在では無機顔料、化成

品等様々な製品を取り扱っています。次にどのように長年

の業歴を築いてこられたかを伺いました。「当社が心掛け

てきたことは、時代に敏感になり現状に満足しない、とい

うことです。常に先を見て、次の時代に何が起こるのかを

意識しています。」

実際これまでに他社に先駆けて窯業業界、琺
ほう

瑯
ろう

業界、

電子部品業界へ参入し、時代が要求する新しい市場を開

拓するお手伝いをされてきました。おかげで、同社の製品

は食器、システムキッチン、スマートフォンなど私たちの

身近なものに利用されています。

ものづくりに特化し、
長期的な視点を持った経営
「化学は大きく有機と無機に分かれます。有機は自然界

には無い合成物であるため人体への有害性がありますが、

無機はもともと自然界にあるものを原料とした人体に無害な

ものです。したがって、ますます地球環境の変化がある中、

環境に優しい無機化学が世の中を変えていきます。」同社

の安全に対するこだわりが窺えます。

また同社は汎用品の大量販売は行わずに少量でも高付

加価値製品を創出することを方針としており、ものづくりに

特化した経営を行っています。「創業時から製造と販売を切

り離して考えており、物販は販路がある他社に任せる代わ

りに、当社はものづくりに専念し技術を蓄積していきました。

もし、販売に重点を置いていたら品揃えのために一定の在

庫が必要であり、当社の業態も大きく変わっていたのかも

しれません。」と同社の歴史を振り返りつつ、話されます。

これらの方針は、同社が永続的に発展することを考えて、

創業から続いているものです。同社の長期的な視点を持っ

た堅実な姿勢を強く感じることができます。
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代表取締役

寺田 康恒様寺田薬泉工業株式会社
代 表 者／寺田 次郎・寺田 康恒
所 在 地／京都府京都市中京区壬生高樋町 39
従業員数／ 17 名
事業内容／化学工業製品製造業
創　　業／明治 43 年（1910 年）4 月 6 日
設　　立／昭和 43 年（1968 年）7 月 10 日
U R L ／ http://www.teradayakusen.co.jp/

お客様のニーズに応える
カスタマイズ技術
　同社はお客様の価値観や用途に合わせた製品を提供す

るカスタマイズ技術が強みの一つです。「時代やそれぞれ

の企業観に応じて求めるものは変わるため、その希望に応

じた製品を提供するのが使命だと考えています。」と真剣

な眼差しで話されます。その品質とスピードへの取組みは

他社と一線を画すもので、例えば品質の一定化が難しい琺

瑯製品等、同社はその技術力から取引先と長年の信頼関

係を築かれています。

　また、研究開発にも余念がなく、岡山大学との連携によ

り、今まで再現が難しかった“ベンガラ”という鮮やかな

赤色顔料の開発に成功し、洋食器の国内最大手メーカー

の一つと提携されました。無機顔料の研究は広がりを見せ

ており、公道の道路表示に用いられる人に優しい環境対応

型顔料も現在、大阪大学との連携で製品化に向けた準備

が着々と進んでいます。

　そのほか、新たなビジネスチャンスに繋がる取組みとし

て受託製造も行っており「当社が培ってきた永年の製造技

術を活かすことで、製品に更なる付加価値をつけることが

できます。」と力強く話されます。同社は今後、化粧品や

高級塗料についても事業化を検討されており、更なる活躍

が期待されます。

“こころ”のある、人を大切にする企業
　同社は、これまで「己・和・信」という社訓を掲げてき

ましたが、このたび社員を含めて全社一体となり社訓・経

営理念を再考され、新たな一歩を踏み出されています。そ

の理由を伺うと「基本的な精神は創業から変わるものでは

ありませんが、当社のこれからを担う若い世代にも分かり

やすくしました。」と話されます。

　同社の社訓・経営理念は、1.創業のこころ、2.企業理念、

3.経営方針、4.行動指針（こころ七か条）という枠組みで、

最も大切な創業精神に始まり順番に具体的な行動基準に

繋がる構成になっています。「当社が創業から大切にして

きた“こころ”という言葉を用いて、企業理念に先立ち、“創

業のこころ”を掲げています。また、人が何よりも大切な

企業なので、経営方針の初めに、“人を育て成長させ、そ

の人財をもって事業を成長させる”を明記しました。」と温

かい表情で語られます。

　同社が掲げる創業のこころとは「常に自分を謙虚に、人

との調和を大切に、そして信じるこころをもつ」ということ

です。この“こころ”が同社の長年の業歴を支えてきたこ

とは言うまでもありません。

保証協会へメッセージ

　　京都信用保証協会の専門家派遣により、 事業面と財務

面を一緒に見て頂くことで、 当社の経営課題克服のため

の着眼点が明確になり、 今後の方向性が確かなものとな

りました。
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府中支店
京都府宮津市字江尻 251-3

京都北都信用金庫

●昭和28年  5月
●昭和40年12月
●昭和45年10月
●昭和50年12月
●平成  8年  1月

岩滝信用金庫府中出張所として開設
新築移転、支店昇格
合併により北京都信用金庫府中支店に改称
現在地へ新築移転
京都北部３金庫１信組の合併により、
京都北都信用金庫府中支店として現在に至る

支店管内の産業の特色及び
中小企業金融の取組みなどについて
　日本三景の一つ「天橋立」の北西部に位置し、伊勢神

宮の元宮とされる「籠
この

神社」、西国巡礼 28 番札所であ

る「成
なり

相
あい

寺」などが要所となる観光業の他、農林漁業も

盛んな地域です。事業先への訪問を重視し、商談会の案

内や補助金の紹介等、地域の活性化に向けた取組みを

行っています。

保証利用推進の方策について
　毎月の訪問目標数を定めてお客様を訪問しており、情

報提供を行うとともに業況や業界情報等を聞き取りし

ています。お客さまから収集した情報を基に資金ニーズ

を検討し、ニーズに見合った制度融資等をご提案してい

ます。

金 融 機 関 紹 介

・・・支店の沿革・・・
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支店長のモットー
『無理をせず、手を抜かず。』

　仕事というものは長期のスパンで考えるものだと思っています。

仕事に対しての無理は瞬間的には出来ますが、後からしわ寄せがき

たり、綻びも出てきます。長期的に考え、手を抜かずに一つ一つを

コツコツ積み上げていけば必ず成果に繋がります。

これまでで一番心に残る体験
　10 年前に融資係を担当していた頃、事業意欲はある

ものの計数面に弱く業況の芳しくない企業を担当してお

り、代表者に対して財務改善のため厳しいアドバイスを

行ったところ反感を持たれたことがありました。

　現在は業況が好転している同社から「うちが良くなっ

たのはあの時のアドバイスのおかげだ。」という言葉を

聞き、胸が熱くなりました。

職員の方々へのアドバイス
　常に前を向いて動きましょう。立ち止まって色々考え

ていても、何も進まず解決しません。動けば必ず道が開

けます。動いた結果失敗しても、失敗した原因を考え、

また前を向いて動きだせばよいのです。

保証協会へメッセージ

　地域の活性化に対し金融機関が担う役割はとても大き

なものです。 地域の活性化には、 街の中小企業が元気に

なることが一番ですが、 中小企業への支援は金融機関だ

けでは限界があり貴協会の協力なくしてはあり得ません。

今後ともご指導、 ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

支店長

山本 浩一様

「地域になくてはならない金融機関としての地位を確立する。」
　お客様あっての金融機関であることを忘れてはなりません。お客様に対し「親切・丁寧」を

心掛け、常に親身な対応をとり、どんなことでもご相談いただける地域にとって必要な金融機

関で在り続けたいと考えています。

支店の
スローガン



かめまる観光レンタサイクルで巡る丹波七福神めぐり ～日本一早く巡れる七福神～

出雲大神宮 ～長い歴史を有する全国有数のパワースポット～

　出雲大神宮は和銅2年（709年）に社殿が創建された社

齢1307年になる神社であり、「元出雲」の名でも知られる全

国有数の神社です。同社の御祭神は、慈愛に満ちた縁結び

の神である大
おお

国
くに

主
ぬしの

命
みこと

と后
きさき

神
がみ

である三
み

穂
ほ

津
つ

姫
ひめの

命
みこと

です。また社

殿創建より遡ること1万年以上前に、本殿の背後にそびえる

御
み

影
かげ

山に国
くにの

常
とこ

立
たちの

尊
みこと

が鎮座されたことから御神体山として古

くから崇められたと伝えられています。

　宮司の岩田昌憲様に境内をご案内いただきました。社

殿の側道から御影山への道が続き、その道中に摂社・末社

のほか、御神体の運気が宿ると言われる磐
いわ

座
くら

があります。

自然豊かで木々が生い茂る静かな道を磐座へとゆっくり歩

むにつれて、心が落ち着き澄んだ気持ちになるのが不思議

です。パワースポットとして多くの方が訪れますが、参拝者

の中には磐座の前に数時間立ち続け、自身の気を癒す方も

いるそうです。

　御神徳は主に縁結び・金運・長寿と言われています。ま

た御影山から絶えず湧き出る御神水「真
ま

名
な

井
い

の水」は万病

から人々を護ってくれると伝えられています。一度お越し

いただき、パワーを感じてみてください。

（一社）亀岡市観光協会の松木優美様と
亀岡市観光マスコットキャラクター明智かめまるくん

第一番札所
神応寺　毘沙門天

第三番札所
蔵宝寺　大黒天

第四番札所
金光寺　弁財天

第五番札所
耕雲寺　恵比寿

第六番札所
極楽寺　寿老人

第七番札所
東光寺　福禄寿

第二番札所
養仙寺　布袋尊

　今年度の保証季報では京都府が推進するもうひとつの京都「森の京都」を特集します。森の京都は、京都府中

部6市町が、森の恵みを活かした食や伝統文化、産業など森の魅力を発信する取組みです。

　森の京都特集第1回目は亀岡市です。今回亀岡市観光戦略課様および（一社）亀岡市観光協会様にご協力いた

だき、亀岡市の森の京都を体験させていただきました。

　はじめに亀岡市がオススメする「かめまる観光レンタサイ

クル」で巡る“丹波七福神めぐり”をご紹介します。

　七福神の札所は全国各所にありますが、“丹波七福神め

ぐり”は第1番から第7番札所まで約5㎞という日本一早く巡

れる七福神です。これまでも気軽に御朱印収集やスタンプ

ラリーを楽しめるウォーキングコースとして人気を博してい

ましたが、今年4月にスタートした「かめまる観光レンタサイ

クル」でさらに早周りが可能になりました。自転車は市内の

JR4駅の前にある駐輪場とレンタサイクルトロッコ亀岡駅

店で、有料貸出（返却は大井町自治会も可）しています。電

動アシスト付自転車を使えば、傾斜の厳しい山道も楽 と々登

ることができるので、これからの季節にもってこいです。ぜ

ひレンタサイクルで亀岡の歴史と自然を体感しながら各札

所を巡ってみてください。

　ほかにもレンタサイクルを活用すれば、これからご紹介す

る観光スポット等を一日で複数周ることができます。

出雲大神宮 宮司

岩田 昌憲様

亀岡市
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京菓子ふじ幸 ～農家と連携した地産地製の和菓子づくりを体験～

亀岡市千歳町の取組み紹介 ～千歳町自治会から～

これからの「森の京都」ビジョン

　続いて紹介するスポットは京菓子ふじ幸です。丹波大納

言小豆等の地元で採れる上質な食材を用いて、地産地製の

和洋菓子等を製造販売しています。代表の藤田幸雄様に

お話を伺いました。「地元の農業法人と連携して高品質のお

菓子作りを行っており、地元の農産物や加工品なども積極的

に扱っています。地産地製とは食材の生産地で製品を製造

することであり、上質の食材を十分に活かすには、その食材

を育んできた相性の良い地元の水を用いることが大変重要

です。」お菓子作りに対する非常に強いこだわりが窺えます。

　また、当店では工場見学や和菓子の手づくり体験（体験は

有料・要予約）ができ、地元湯の花温泉旅館と提携した宿泊

付体験プランも人気を博しています。体験では、季節限定も

のなど数種類の和菓子を作り、茶房にて温かい抹茶と一緒

に食べることができます。また、時期によっては農産物の収

穫にも参加でき、農業と和菓子づくりという他では味わえな

い大変貴重な体験ができます。

　最後に森の京都・かめおか実践者会議のメンバー、千歳

町自治会長の　瀬義直様に「森の京都」の取組みについて

お話を伺いました。

　「千歳町は古い史跡等が残った魅力溢れる地域です。丹

波七福神めぐりを通してその魅力を体感してもらうべく、看

板の設置など環境整備に努めています。また、振興イベン

トとして地元食材のＰＲなどを行う“ちとせはでっかい宝船　

丹波七福神フェスティバル”の開催を11月27日（日）に予定

しています。他にも桜の名所である七谷川に隣接した“七

　亀岡市では豊かな山々に囲まれた宮前町神前地区の亀岡市交流会館を“森のス

テーション”と称して、この地を活用した以下の取組みを準備されています。

・匠ビレッジ構想
　神前地区は中砥や仕上砥を産出す

る日本でも数少ない地域であり、地域

の特産品である砥石のほか市内の工

芸、陶芸、染織等の作品展示・販売、匠

の技が体験できる施設整備を行ってい

ます。

・チョロギ村構想
　少子高齢化を見据え、毎日を楽しく

暮らし、若い人が子育てをしたくなる村

づくりを進めています。物忘れ予防が

期待できる薬草“チョロギ”を使った特

産品の販売、薬草栽培、また将来的に

は薬膳レストランや薬草庭園の開設を

目指した事業展開を計画しています。

谷川野外活動センター”の管理・利用推進に努めており、週

末には自然と触れ合える場所としてバーベキュー等で多く

の方々に利用いただいています。」

チョロばあ

千歳町自治会長

　瀬 義直様

NPO 法人 チョロギ村
理事長

森 　治様

京菓子ふじ幸 代表

藤田 幸雄様
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京都再生ネットワーク会議開催
　平成28年6月17日（金）、京都府中小企業会館にて平成28年度第1回京都再生ネットワーク会議を

開催しました。（通算26回目の開催）

　会議の第一部では当協会から平成27年度中小企業再生支援資金の保証取組実績やモニタリング・

フォローアップ実績の報告を行いました。次に京都府中小企業再生支援協議会統括責任者の中西宏

介様、中小企業再生支援全国本部プロジェクトマネージャーの鈴木邦直様から再生支援協議会や全

国本部の活動と最近の動きについて報告がありました。

　第二部では、株式会社日本経営　取締役副社長　丹羽修二様、株式会社日本経営エスディサポート　

ヘルスケア事業部長　横井将之様を講師に招き、「診療報酬改定・医療法改正を踏まえた金融機関の

対応について」というテーマでご講演いただきました。

　丹羽様と横井様は医療機関・介護施設の組織人事・財務会計業務等に精通されており、経営戦略策

定や再生、Ｍ＆Ａ、事業承継支援など幅広い分野で活躍されています。

　講演では、診療報酬・医療法の改正ポイントや医療機関の動向等について、たいへん分かりやすく

ご説明いただきました。

　会議終了後、講師を囲んだ懇親会では、再生支援関係者同士の交流が図られ、京都の中小企業支援

に向け、更なる連携を深めることができました。

平成 27 年度
中小企業再生支援資金の実績
１．中小企業再生支援協議会の
　　再生計画完了案件保証承諾実績
　　・・・８企業
　　　（平成 15 年以来の累計 298 企業）
　　　※平成 27 年 9 月末現在

２．京都府・京都市協調中小企業
　　再生支援資金実績
　　・・・41 企業
　　　（制度創設累計 777 企業）

 お知らせ



16

今年度は3名の新入職員を迎えました。

今後は、皆様とお会いする機会も増えると思いますので、ご指導の程よろしくお願いいたします。

≪質問事項≫ ①私のモットー　②学生時代に熱中したこと　③今、一番興味のあること　④今後の抱負

平成 28 年度

新入職員紹介

《私のモットー》
　「継続は力なり」です。どんな困難なことでも途中で投げ出さず取り組
むことで、自分自身の仕事の幅を広げていきたいです。

《学生時代に熱中したこと》
　自転車での旅行です。淡路島やしまなみ海道など遠方に赴き、地元
のおいしいものを食べたことが印象に残っています。

《今、一番興味のあること》
　国内旅行です。特に温泉地に行きたいと考えており、様々な場所を調
べて旅行を計画しています。

《今後の抱負》
　継続して努力することで、一日も早く業務内容を覚え、自分を成長させ
られるように頑張ります。

《私のモットー》
　誠心誠意励むことです。周囲への配慮を忘れず、真心を持ち、常に全
力で取り組むことを自身の目標としています。

《学生時代に熱中したこと》
　アルバイトです。様々な業種での経験を通して人それぞれが持つ価値観の
違いを実感し、相互理解を深めるために話し合うことの大切さを学びました。

《今、一番興味のあること》
　京都の美味しいカフェやご飯屋さん巡りです。協会事務所周辺や京
都の繁華街四条河原町で人気のお店を探しています。

《今後の抱負》
　電話応対に苦労する毎日ですが、早く知識を吸収し、お客様から頼ら
れる存在になれるよう努めます。

《私のモットー》
　とりあえず行動してみることです。何事もやってみないと成長しない
と考えており、積極的に行動することを大切にしています。

《学生時代に熱中したこと》
　部活動で取り組んだバレーボールです。お互いに協力する大切さを学
び、チームメイトは社会人になった今でも何事も相談できる良い存在です。

《今、一番興味のあること》
　新しい居酒屋を見つけることです。京都には美味しい居酒屋が多く、
お酒好きな私の最近の楽しみになっています。

《今後の抱負》
　先輩から教えていただいたことを忘れず、日々新しいことに挑戦していきたい
です。また、1日でも早く仕事に慣れ協会の戦力になれるよう頑張りたいです。

業務部　保証推進第二課

　田  淳也（おくだ じゅんや）

業務部　保証推進第一課

林  千宏（はやし ちひろ）

管理部　管理第二課

八田  雄介（はった ゆうすけ）
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協会組織図（平成28年7月21日現在）

理 事 長

副 理 事 長
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業 務 部

総 務 部
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常 勤 監 事
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森井　保光（担当：総務部・支所）
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参与/千代倉

[兼務]室長/塩田

次長/玉野

[兼務]
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保 証 業 務 課

経 営 相 談 課

保証推進第一課

経 営 支 援 課
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期 中 支 援 課
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保 証 係
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期中支援係
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部長/川口
　担当部長/塩田

部長/三好

嵯峨　哲夫（担当：管理部）

上原　裕史（担当：業務部）

木村　賢二

主査/髙木
[兼務]

本 所

課長代理/青木 経 理 係

課長/担当部長事務取扱
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課長/青柳　業務推進役/中山
業務推進役/藤井（満）

課長補佐/　部

課長補佐/石河(良)

副調査役/西沢(健)

主査/村林
主査/髙木

総 務 企 画 係総 務 課

主査/福原
 （システムセンター出向）
主査/小嶋

電 算 統 計 係
課長/担当部長事務取扱　
　　　　　  推進役/中谷
　　　　　  推進役/吉永

電 算 統 計 課

課長代理/阪東

課長代理/若木

人 事 係

課長/吉田(基)
人 事 課

係長/土居

総括監査室
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山 城 支 所

南 丹 支 所

中 丹 支 所

丹 後 支 所

管 理 部

債 権 管 理 室

管 理 業 務 室

課長/東郷（克）
課長補佐/中島

課長代理/大橋

課長補佐/　山

係長/山田

係長/杉本
　主査/　岡
　主査/小森

主査/村井

係長/矢野（哲）

法 務 事 務 係
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管 理 保 険 係
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主査/西原
主査/山崎(大)

係長/掛田

主査/林(知)

主査/岡谷
主査/伊藤

管 理 第 一 課

管 理 第 二 課

管 理 業 務 課

副支所長/糠谷

保証協会債権回収㈱

副支所長/近藤(文)
推進役/重永

支所長/窪田

支所長/玉生

支所長/川端

支所長/上田

所長/吉井
　上席調査役/井上（龍）

京都営業所

副支所長/石﨑

副支所長/大野

副所長/上席調査役事務取扱
　調査役/鈴木

サービサー

支所長代理/吉村（晃）

副支所長/三輪

業 務 第 一 係

業 務 係

業 務 係

業 務 係

管 理 係

業 務 第 二 係

部長/文字

支 所



あなたの企業の一員に

http://www.kyosinpo.or.jp/

●インキ：大豆油インキを含む植物油インキ
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷

本　所
〒615-0042 京都市右京区西院東中水町17番地 京都府中小企業会館内
●業務区域／京都市、向日市、長岡京市、乙訓郡
●業務部保証推進室の担当地域
　保証推進第一課／北区、上京区、中京区、下京区、右京区、西京区
　保証推進第二課／南区、伏見区、左京区、東山区、山科区、向日市、
　　　　　　　　　長岡京市、大山崎町

山城支所
〒611-0033
宇治市大久保町上ノ山37番地の３
●業務区域／宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市、木津川市、　

相楽郡、綴喜郡、久世郡
●電 話／
保証関係：（0774）43-8822
管理関係：（0774）43-8823

●FAX ／
保証関係：（0774）43-8899
管理関係：（0774）43-8824

中丹支所
〒620-0804
福知山市石

い
原
さ

2丁目24番地
●業務区域／福知山市、綾部市、舞鶴市
●電 話／（0773）27-6156　●FAX ／（0773）27-6158

南丹支所
〒621-0052
亀岡市千代川町千原2丁目6番11号
●業務区域／亀岡市、南丹市、船井郡
●電 話／（0771）22-1041 ●FAX ／（0771）22-6737

丹後支所
〒629-2503
京丹後市大宮町周

す
枳
き

2226番地3
●業務区域／宮津市、京丹後市、与謝郡
●電 話／（0772）68-0601　●FAX ／（0772）68-0613

（075）314-2034
（075）321-6117
（075）314-8111
（075）321-6117
（075）321-3043
（075）321-3043
（075）322-1038
（075）322-1038
（075）322-1038
（075）321-6331
（075）321-6331
（075）321-6331
（075）321-6331
（075）314-3545
（075）321-6331

● FAX
:（075）314-7221
:（075）314-7226
:（075）314-7227
:（075）314-7221
:（075）314-7222
:（075）314-7222
:（075）314-7225
:（075）314-7225
:（075）314-7225
:（075）314-7223
:（075）314-7223
:（075）314-7223
:（075）314-7965
:（075）314-7224
:（075）314-7223

保 証 業 務 課
保証推進第一課
保証推進第二課
経 営 相 談 課
経 営 支 援 課
期 中 支 援 課
管 理 第 一 課
管 理 第 二 課
管 理 業 務 課
コンプライアンス室
総 務 課
経 理 課
人 事 課
電 算 統 計 課
総 括 監 査 室

●電　話

四条通

五条通

千
本
通

七
本
松
通

山
陰
本
線

御
前
通

西
大
路
通

東
中
水

郵
便
局

N N

N

N

阪急
西院駅

本  所
〒

京都府中小企業会館内

N

近
鉄
大
久
保
駅

府
道
宇
治
淀
線

京
都
線

　

京都銀行

至八木

至亀岡

〒

府道宮前千歳線

京都銀行

千代川 IC

千原

JR
新
田
駅

旧
国
道
24
号
線

奈
良
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

山
陰
本
線

JR
千
代
川
駅

山城支所

中丹支所

丹後支所

至
福
知
山

至
峰
山（
旧
国
道
）

至
峰
山

宮
豊
線

至峰山

至野田川
至野
田川

丹鉄
京丹後大宮駅

至
綾
部

至国道9号線

山陰本線
JR
石原駅

府道福知山綾部線

〒

JR
丹波口駅

国
道
9
号
線

コンビニ

南丹支所

大
宮
バ
イ
パ
ス（
312
号
線
）

京丹後市
大宮庁舎

四条通

五条通

千
本
通

七
本
松
通

山
陰
本
線

御
前
通

西
大
路
通

東
中
水

郵
便
局

N N

N

N

阪急
西院駅

本  所
〒

京都府中小企業会館内

N

近
鉄
大
久
保
駅

府
道
宇
治
淀
線

京
都
線

　

京都銀行

至八木

至亀岡

〒

府道宮前千歳線

京都銀行

千代川 IC

千原

JR
新
田
駅

旧
国
道
24
号
線

奈
良
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

山
陰
本
線

JR
千
代
川
駅

山城支所

中丹支所

丹後支所

至
福
知
山

至
峰
山（
旧
国
道
）

至
峰
山

宮
豊
線

至峰山

至野田川
至野
田川

丹鉄
京丹後大宮駅

至
綾
部

至国道9号線

山陰本線
JR
石原駅

府道福知山綾部線

〒

JR
丹波口駅

国
道
9
号
線

コンビニ

南丹支所

大
宮
バ
イ
パ
ス（
312
号
線
）

京丹後市
大宮庁舎

四条通

五条通

千
本
通

七
本
松
通

山
陰
本
線

御
前
通

西
大
路
通

東
中
水

郵
便
局

N N

N

N

阪急
西院駅

本  所
〒

京都府中小企業会館内

N

近
鉄
大
久
保
駅

府
道
宇
治
淀
線

京
都
線

　

京都銀行

至八木

至亀岡

〒

府道宮前千歳線

京都銀行

千代川 IC

千原

JR
新
田
駅

旧
国
道
24
号
線

奈
良
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

山
陰
本
線

JR
千
代
川
駅

山城支所

中丹支所

丹後支所

至
福
知
山

至
峰
山（
旧
国
道
）

至
峰
山

宮
豊
線

至峰山

至野田川
至野
田川

丹鉄
京丹後大宮駅

至
綾
部

至国道9号線

山陰本線
JR
石原駅

府道福知山綾部線

〒

JR
丹波口駅

国
道
9
号
線

コンビニ

南丹支所

大
宮
バ
イ
パ
ス（
312
号
線
）

京丹後市
大宮庁舎

四条通

五条通

千
本
通

七
本
松
通

山
陰
本
線

御
前
通

西
大
路
通

東
中
水

郵
便
局

N N

N

N

阪急
西院駅

本  所
〒

京都府中小企業会館内

N

近
鉄
大
久
保
駅

府
道
宇
治
淀
線

京
都
線

　

京都銀行

至八木

至亀岡

〒

府道宮前千歳線

京都銀行

千代川 IC

千原

JR
新
田
駅

旧
国
道
24
号
線

奈
良
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

山
陰
本
線

JR
千
代
川
駅

山城支所

中丹支所

丹後支所

至
福
知
山

至
峰
山（
旧
国
道
）

至
峰
山

宮
豊
線

至峰山

至野田川
至野
田川

丹鉄
京丹後大宮駅

至
綾
部

至国道9号線

山陰本線
JR
石原駅

府道福知山綾部線

〒

JR
丹波口駅

国
道
9
号
線

コンビニ

南丹支所

大
宮
バ
イ
パ
ス（
312
号
線
）

京丹後市
大宮庁舎

四条通

五条通

千
本
通

七
本
松
通

山
陰
本
線

御
前
通

西
大
路
通

東
中
水

郵
便
局

N N

N

N

阪急
西院駅

本  所
〒

京都府中小企業会館内

N

近
鉄
大
久
保
駅

府
道
宇
治
淀
線

京
都
線

　

京都銀行

至八木

至亀岡

〒

府道宮前千歳線

京都銀行

千代川 IC

千原

JR
新
田
駅

旧
国
道
24
号
線

奈
良
線

京
都
縦
貫
自
動
車
道

山
陰
本
線

JR
千
代
川
駅

山城支所

中丹支所

丹後支所

至
福
知
山

至
峰
山（
旧
国
道
）

至
峰
山

宮
豊
線

至峰山

至野田川
至野
田川

丹鉄
京丹後大宮駅

至
綾
部

至国道9号線

山陰本線
JR
石原駅

府道福知山綾部線

〒

JR
丹波口駅

国
道
9
号
線

コンビニ

南丹支所

大
宮
バ
イ
パ
ス（
312
号
線
）

京丹後市
大宮庁舎

第Ⅰ四半期の表紙

音
お と

羽
わ

渓谷
亀岡市西部の半国山（はんごくさん）にある
音羽渓谷では、山腹から麓へ続く音羽川が
大小様々な美しい滝をもたらしており、「音羽
の滝」と呼ばれる落差12ｍの滝のほか、数多
くの小滝が連続しています。標高774.2ｍ
の半国山はハイキングコースとして知られて
おり、季節毎に様々な表情を見せ、一年を通
じて自然を楽しむことができます。
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京


